
令和３年度 学校評価 総括評価表
徳島県立ひのみね支援学校

自 己 評 価 学 校 関 係 者 評 価 次年度への課題と
重点目標 評価指標と活動計画 評 価 学 校 関 係 者 の 意 見 今後の改善方策

評価指標 評価指標の達成度 総 合 評 価
【学校目標】 積極的に研修会に参加 教育課程が変わって２年に

（評定） し，教員の専門性の向上 なり，教員の教科学習に対し
教育課程に基づいた指導と ① -1 教員の 70 ％以上が，個別の指 ① -1 96 ％の教員が，個別の指導計 に努め，学校卒業後の生 ての理解が深まっているが，
評価の一体化 導計画の目標において，「教科の目 画の目標において，「教科の目標を 活を見据えて，学校生活 一部の教員のリーダーシップ

標を明確にできた」と回答する。 明確にできた」と回答した。 A をどのように送れば良い にかかっているところがある。
のかを考えながら取り組 次年度は，各児童についての

【下位組織レベル】 ① -2 個別の指導計画の２・３学期の ①-2 個別の指導計画の２・３学期の んで欲しい。 実態把握や目標設定，評価の
教科の目標について「目標に十分 教科の目標について「目標に十分 各種アンケートは，紙 方法について，より多くの教

教科について，個々の児童 達している」「目標に達している」 達している」「目標に達している」と （所見） ベースでなく，Google フ 員が理解できるような研修や
小 の目標を明確にした指導を という評価が，80％以上になる。 いう評価が 97％であった。 児童の各教科の ォーム等を活用して，効 ケース会を設定する。

推進する。 目標について明確 率化を図ることも検討し
① -3 保護者アンケートから「学習の ① -3 参観日に出席した保護者の 100 にするために，学 てはどうか。
目標や内容が適切である」という ％が，アンケートより「そう思う」 習グループから対
評価を，小学部の保護者の 80 ％以 「とてもそう思う」という評価で 象を決め，実態か
上から得られる。 あった。 ら教科の目標へつ

学 なげていく手順を
グループで検討し

活動計画 活動計画の実施状況 た。その成果を，
学部会で発表しあ
う中で，児童の具

① -1 各児童において，個別の指導計 ① -1 各児童において，ケース会を年 体的な教科の目標
部 画の目標設定や評価についての，ケ 間５回以上行うことができた。10 を学部の教員が共

ース会を年間５回以上行う。 回以上実施した学習グループがあ 通理解できた。児
った。 童の個別の指導計

画にも反映できた。
① -2 児童の教科の目標を明確にする ① -2 学習グループごとに対象児を 新型コロナウイ
ために，対象児童についてグループ 決め，共通のスケールを用いて， ルス感染症のため，
ごとに，実態把握のための検討会を 実態把握や目標設定を行った。学 予定していた参観
行う。 部会において発表し合い，共通理 日が中止になった

解をすることができた。 り，参観者が少な
かったりした。児

① -3 児童の実態や，教科についての ①-3 96 ％の教員が，児童の実態や， 童の学習の目標や
目標を共通理解し，次年度の国語と 教科についての目標を共通理解し， 内容については，
算数の年間目標について，反映させ 次年度の国語と算数の年間目標に 個人懇談や，登下
る。 ついて反映させることができた。 校の送迎時，連絡

帳を通して，保護
① -4 参観日に，保護者アンケートを ①-4 ９月と 12 月の授業参観日にア 者に伝えており，
実施する。 ンケートを行い，小学部保護者 23 保護者の理解を得

名中，各々 12 名の保護者から回答 られるように努め
を得た。 ている。

【「総合評価」における「評定」の基準】 Ａ：十分達成できた Ｂ：概ね達成できた Ｃ：達成できなかった



自 己 評 価 学 校 関 係 者 評 価 次年度への課題と
重点目標 評価指標と活動計画 評 価 学 校 関 係 者 の 意 見 今後の改善方策

評価指標 評価指標の達成度 総 合 評 価【学校目標】 積極的に研修会に参加 来年度も多岐にわたって医
（評定） し，教員の専門性の向上 療的ケアが必要な生徒，また

安心・安全な学校づくり ① -1 年度末に授業に関するアンケー ① -1 中学部の教員にアンケートを実 に努め，学校卒業後の生 訪問教育を受ける生徒，動き
トを実施し「専門家の助言を取り入 施した結果，アンケートの回答者 活を見据えて，学校生活 のある重複障がいの生徒など
れ，安心・安全に活動できた」とい の 100 ％から「専門家の助言を取り A をどのように送れば良い 様々な生徒が在籍する。そう

【下位組織レベル】 う評価を，中学部の教員の 90％以 入れ，安心・安全に活動できた」 のかを考えながら取り組 した中で，それぞれの生徒が
上から得られる。 との回答を得た。 んで欲しい。 安心・安全な学校生活が送れ

専門家の助言などを教育活 各種アンケートは，紙 るよう安全面の対処方法等も
動に活かし，安心・安全な学 ① -2 保護者アンケートから「安心・ ① -2 保護者参観日に実施したアンケ （所見） ベースでなく，Google フ 含め，研修や専門家の助言を

中 校生活が送れるように体制の 安全な学校生活が送れている」とい ート結果（3 回実施）から中学部保 教員アンケート ォーム等を活用して，効 受けるとともにそれを反映さ
見直しを図る。 う評価を，中学部保護者の 80 ％以 護者アンケート回答者の 100 ％から の結果と保護者ア 率化を図ることも検討し せる必要がある。そして，教

上から得られる。 「安心・安全な学校生活が送れて ンケートの結果か てはどうか。 員が危機管理意識を持ち続け
いる」との質問に対し，「とてもそ ら全体的には概ね ることも課題である。
う思う」「そう思う」との回答を得 達成することがで また，アンケートの結果に
た。 きた。 ついては，参観日に来校した

学 活動計画 活動計画の実施状況 しかし，今年度 保護者のみの回答であるの
もコロナウィルス で，アンケートのとり方等に
感染予防対策のた ついて今後検討の必要があ

① -1 自立活動の学習として，からだ ①-1 個々に PT, OT の訓練見学や ST め，ひのみね総合 る。
の時間における指導，食事に関す からの助言または，社会人講師に 療育センター入所
る指導などを実施するにあたり， よる来校指導を受けて，専門家の 生は登校できない

部 専門家の助言を受け指導に反映さ 指導・助言を指導に活かすことが 日数が多く，また
せる。 できた。 登校できた日でも，

時間が限られてい
① -2 指導に入る教員間で支援の方法 ① -2 学部会で毎回学級ごとに生徒の た。
や留意事項についての共通理解を 状況報告を行い，教員間で共通理 保護者アンケー
図るとともに，学部会で生徒の状 解を図るとともに，グループ会等 トも，参観日実施
況報告を行い，学部の教員間で共 で学習グループ毎に生徒の共通理 のため参観日に出
通理解を図る。 解を図ることができた。 席できていない保

護者からはアンケ
① -3 個別のケースについて，緊急時 ① -3 緊急時のマニュアルについて ートの回答が得ら
の対応マニュアル（医ケア等に関 は，個々に作成し，見直しをする れておらず，結果
する）を必要に応じて個々に作成， ことができた。 に反映されていな
または見直しを行う。 い。

① -4 個別の緊急時の対応マニュアル ① -4 マニュアル作成にあたっては担
を作成するにあたっては，担任だ 任だけでなく，養護教諭・看護師
けではなく看護師も含めた複数名 を含めた複数名で作成し，保護者
で作成する。 にも作成したマニュアルについて

確認してもらうことができた。

① -5 参観日に保護者アンケートを実 ① -5 参観日の保護者アンケートは，
施する。 全校共通のアンケート項目の「学

校では，安心・安全な学校生活が
送れている」から，中学部保護者
の回答を抽出した。

【「総合評価」における「評定」の基準】 Ａ：十分達成できた Ｂ：概ね達成できた Ｃ：達成できなかった



自 己 評 価 学 校 関 係 者 評 価 次年度への課題と
重点目標 評価指標と活動計画 評 価 学 校 関 係 者 の 意 見 今後の改善方策

評価指標 評価指標の達成度 総 合 評 価【学校目標】 積極的に研修会に参加 新学習指導要領ではＩＣＴ
（評定） し，教員の専門性の向上 を最大限活用し，これまで以

ＧＩＧＡスクールの推進 ① -1 年度末にＩＣＴ機器の活用・指 ①-1 「ＩＣＴ機器を活用することで に努め，学校卒業後の生 上に「個別最適な学び」を推
導に関するアンケートを実施し「個 個に応じた指導の充実が図られた」 活を見据えて，学校生活 進するように謳われている。
に応じた指導の充実が図られた」と の項目で「とてもそう思う」が７ A をどのように送れば良い 教員のＩＣＴ活用支援のため

【下位組織レベル】 回答した教員が 80％以上になる。 名，「そう思う」が６名，「あまり のかを考えながら取り組 に開設された「徳島県 GIGA
思わない」が１名という結果であ んで欲しい。 スクールサポートサイト」だ

ＩＣＴ機器を活用し，少人 り，93 ％がＩＣＴ機器の活用・指 各種アンケートは，紙 けでなく，他府県の指導事例
数によるきめ細やかな指導を 導によって充実が図られたとの回 （所見） ベースでなく，Google フ 等を参考にしながら，これま

高 通して「個に応じた指導」の 答であった。 教員アンケート結 ォーム等を活用して，効 で以上にＩＣＴ機器を活用
充実を図る。 果の 93 ％や，研修会 率化を図ることも検討し し，きめ細やかな指導を通し

① -2 校内や学部内での研修会への参 ①-2 Teams 研修等 GIGA スクールに への参加率 96.9 ％か てはどうか。 て障がいのある生徒達が取り
加が，80％以上になる。 に関するものは６回実施され，高 ら評価指標は達成で 残されることのないように

等部教職員の参加率は 96.9%であっ きたと考える。希望 「個に応じた指導」の充実を
た。その他，「視線入力装置の操作」 研修への参加率は 78 図っていかなければならない

等 や「背景加工の仕方」等の希望研 ％であったが，情報 と考えている。
修等への参加率も 78％見られた。 課の担当が日常的に また，本年度は現時点で臨

ＯＪＴとして GIGA 端 時休校はなかったが，再度休
末の操作に関する研 校措置となったとき，オンラ

活動計画 活動計画の実施状況 修を行ったことによ インでどのような授業ができ
り，既習の内容であ るかや，目標設定についても

部 ったりしたためだと 検討しておく必要があり，一
① -1 長期休業中（臨時を含む）にオ ①-1 長期休業中に MetaMojiを活用し 思われる。 人一人に応じた授業方法につ
ンラインでの接続を実施し，学習 課題の配信，Zoom による学習支援 夏休み中は，課題 いて改めて考えていきたい。
支援や生徒の状況等を確認する。 やクイズ大会を実施した。また， の配信も限られてい

３学期には県外の病院にリハビリ たが，２学期に入り
入院している生徒２名に対して 多くの授業で活用す
Teams のチャット機能を活用し，毎 る場面が増え，手指
日連絡を取り，可能な限り Zoom 接 に麻痺のある生徒で
続を行った。生徒会役員選挙の立 は定期考査をタブレ
会演説会にも Zoom で参加し，演説 ットで受けるなどし
を行ったり開票の結果をリアルタ た。
イムで配信することができた。 また３学期に長期

入院した生徒がいた
① -2 情報課と協力し，ＩＣＴを活用 ①-2 「ICT活用のポートフォリオ」に が，MetaMoji や Teams
した授業の先行事例を紹介するな 高等部より 13の事例を紹介した。 等生徒自身が操作し
どし，生徒一人一人に最適な学習 やすいものを活用す
アプリや教材・教具を提供する。 るなど個に応じた指

導ができた。
① -3 進路指導の一環として，テレワ ①-3 １年生 1名が通信大手の特例子 在宅就労で必要な
ークによる就業体験を実施し，在 会社によるテレワーク体験実習を 力については，予め
宅就労で必要な力について理解を 行った。４名の在宅メンバーの方 備わっていて欲しい
深める。 達と「Web 会議」を行ったり，在 要素として①所定時

宅勤務の擬似環境で作業を行い， 間勤務可能な体力②
自分自身の適性を判断する演習「文 生活面(食事・睡眠・
章要約演習」「企画提案演習」等を 体のケア）自己管理
行ったりした。担当者からは SOS 能力③困ったときに
発信できる力等の必要性について 他者にＳＯＳ発信で
アドバイスを頂き，教員にとっても きる力と教えていた
大変参考となった。 だき，教員にとって

も大変参考になった。
【「総合評価」における「評定」の基準】 Ａ：十分達成できた Ｂ：概ね達成できた Ｃ：達成できなかった



自 己 評 価 学 校 関 係 者 評 価 次年度への課題と
重点目標 評価指標と活動計画 評 価 学 校 関 係 者 の 意 見 今後の改善方策

評価指標 評価指標の達成度 総 合 評 価
【学校目標】 実際に災害が起こった 昨年度から実施している引

（評定） ときに対応できるよう， き渡し訓練を避難訓練に引き
安心安全な学校づくり ① 参観日に来校した保護者の 80 ① 参観日に来校した保護者全員が 日ごろの訓練を大切にし 続いて行うことで，発生時の

％以上が避難訓練と引き渡し訓練 避難訓練に参加し（ 100%）アンケ てほしい。 行動により近づけることがで
に参加し，アンケートで「防災訓 ートでは「防災訓練に参加して良 A 災害時に，停電になっ きるので，今後も継続して行

【下位組織レベル】 練に参加して良かった」に 80 ％が かった」に 100%の回答を得た。 たときの対応も想定した きたい。また避難場所に集合
回答する。 訓練も必要。実際に，発 した折には，非常持ち出し袋

保護者とともに安全な避難 電機も動かしてみること から各個人に防災カードを配
体制の整備を行う ② 新しく作成した防災カードの医 ② 保護者と教員からは「おおむね が大切。定期的な動作確 るまでの訓練も取り組んでみ

総 療的ケアの様式についてアンケー 良い」の評価を得た｡教職員からは，（所見） 認もしておく。 たい。
トを実施し，改善点を把握し改良 内容の記入欄のフォントについて 参観日に避難訓 防災カードの医療的ケアの
する。 改善してはとの意見が出た。保健 練を実施したこと 様式は，記入例の見本と共に

室からは薬の分包が大切との意見 で，保護者に避難 記入のポイントを示すことで
があり，２学期末の通学生の防災 の様子を知ってい 周知を徹底したい。引き続き
カバンの中身の確認時に，薬の１ ただける良い機会 保護者や教員にアンケートを

務 回分の分包について保護者に通知 となった。アンケ とり，さらに「記入しやすい」
した。 ートから得た意見 「見やすい」「わかりやすい」

活動計画 活動計画の実施状況 をもとに訓練の実 カードを目指したい。
施方法について検
討することができ

① -1 参観日に校内の避難訓練と，災 ① -1 参観日に風水害の避難訓練を実 た。
課 害時を想定して通学生の保護者へ 施し ,引き続き保護者への引き渡し 今年度防災カー

の引き渡し訓練を実施する。 訓練を行った。ひのみね RENRAKU ドの医療的ケアの
メールの受信画面や防災カードの 様式を新しくした
記載内容から引き渡し者の確認を が，アンケートの
取った。 結果から記入の仕

方が周知できてい
① -2 保護者に訓練についてのアンケ ① -2 参観日当日にアンケートを配付 ない部分や，項目
ートを実施する。 し記入していただいた。「実際の訓 の精選等改善点を

練の全体が見られて良かった」「保 把握することがで
護者も訓練に参加したけど ,引き渡 きた。アンケート
しにだけ参加した方が良かった」 で得られた意見を
という意見も得た。 もとに改善しなが

ら安心安全な学校
② 新防災カードの医療的ケア様式 ② 保護者には「記入しやすさ」に づくりを推進して
について，教職員と保護者に「記 ついてアンケート用紙を配付し ,教 いきたい。
入しやすさ」「見やすさ」「わかり 職員は「見やすさ」「わかりやすさ」
やすさ」についてアンケートを実 についてアンケートを実施した。
施する。

【「総合評価」における「評定」の基準】 Ａ：十分達成できた Ｂ：概ね達成できた Ｃ：達成できなかった



自 己 評 価 学 校 関 係 者 評 価 次年度への課題と
重点目標 評価指標と活動計画 評 価 学 校 関 係 者 の 意 見 今後の改善方策

評価指標 評価指標の達成度 総 合 評 価【学校目標】 個別の教育支援計画， 肢体不自由があり，障がい
（評定） 個別の指導計画，年間指 の重い児童生徒の教科学習に

教育課程に基づいた指導と ① 各教科の目標や学習内容を年間 ① 年間指導計画に各学級･HR の児 導計画等の作成を通し ついて，教育課程に基づいた
評価の一体化 指導計画に記述し，年間を通じてケ 童生徒の学習段階に応じた各教科 て，子どもたちの学校卒 取り組みの整理や授業の工夫

ース会で確認し活用する。 等の目標を記入し確認できるよう A 業後の生活を見据えた実 が必要である。そのためには，
にした。また，ケース会等を利用 践ができるよう，教員の 教員全員が意識を持って取り

【下位組織レベル】 して進捗状況を確認した。 専門性の向上に努めてほ 組むことが大切であると思わ
しい。 れる。

教育課程に基づいた授業に ② 教員アンケートで，年間指導計 ② 年間指導計画の活用は，１学期 （所見） 次年度は，全校研究へつな
教 取り組み，児童生徒のニー 画を活用し授業実践ができた，児童 88%，２学期 92%の教員ができたと 昨年度教育課程 ぎ，研究課と協力しながら方

ズや学習段階に応じた指導 生徒の学習段階に応じた目標の設定 回答した。目標の設定については を変更し，重度重 向性や取り組みについて明ら
の推進を図る。 ができたの２項目に， 80 ％以上の １学期末できたと回答した教員が 複障がいのある児 かにし，その課題を明確にで

教員ができたと回答する。 71 ％だったが，２学期末は 91%が 童生徒の教科の指 きるツールの検討にも取り組
できたと回答した。 導の充実に向けて みたい。

取り組んでいると
務 ころである。教員

活動計画 活動計画の実施状況
の意識を深められ
るよう定期的にア
ンケートを実施し

① -1 学習指導要領で児童生徒の学習 ① -1 年度初め，年間指導計画作成時 研修を行った。
段階を確認して目標を設定し，学習 に，学習指導要領を活用して学習 ２年目に入り，

課 内容を計画する。 段階や目標設定することができた。 検討し工夫して実
践をしている各学
級や学習グループ

① -2 ケース会の前に，学習評価や授 ① -2 ２･３学期の個別の指導計画目 もあるが，まだま
業の進捗状況を確認して授業の見直 標や手立ての検討ケース会で，授 だ難しさを感じて
しができるよう年間指導計画の活用 業計画の確認をするために年間指 いる学級･学習グル
を働きかける。 導計画の活用を働きかけた。 ープも多い。

継続して，取り
組む必要がある。

② -1 1,2 学期末に全職員にアンケー ② -1 予定通り質問紙やアンケート集
トを実施する。 計システムを活用しアンケートを

実施した。

②-2 アンケートから課題を明らかに ② -2 アンケートから，本校の各教科
し，研修に反映させたり教育課程の の指導の取り組みや自立活動との
検討につなげたりする。 関連等について課題をあげ，教育

課程検討委員会で検討し，次年度
へ向けての方向性を示した。また，
教科指導についての研修につなぐ
ことができた。

【「総合評価」における「評定」の基準】 Ａ：十分達成できた Ｂ：概ね達成できた Ｃ：達成できなかった



自 己 評 価 学 校 関 係 者 評 価 次年度への課題と
重点目標 評価指標と活動計画 評 価 学 校 関 係 者 の 意 見 今後の改善方策

評価指標 評価指標の達成度 総 合 評 価
【学校目標】 引き続き専門性の向上 自立活動の指導計画は個々

（評定） に努めて欲しい。大学で の実態に応じて設定されるも
教職員の専門性の向上とチ ① 「２・３学期の自立活動の指導目 ① 「理解することができた」と 94 は，研修等の動画をライ のであり，こうでなければな
ームとしての学校づくり 標・内容及びその設定理由を，担 ％の保護者が回答した。 ブラリに保存し，いつで らないと示されているもので

任の説明により理解することがで A も，誰でもが見ることが はない。そのため，教員の力
きた」と 70 ％以上の保護者が回答 できるようにしており， 量に委ねられている面が大き

【下位組織レベル】 する。 繰り返しの視聴も可能と い。今年度中に作成すること
なり，有効な方法となっ はできたが，今後はその妥当

自立活動実践シートに基づ ② ２・３学期の自立活動の参観時 ② 参観日に保護者へ２回アンケー ている。検討してはどう 性を高めることが課題であ
研 き自立活動の指導目標や指 に「教員は目標（今から何の学習 トを実施した。「子どもにわかるよ （所見） か。 る。そのためには，各教員の

導内容を明確にし，実態に に取り組むか）を，子どもにわか うに伝えることができていた」に 保護者への説明 実態把握力や課題を関連付け
即した指導を行う。 るように伝えることができていた」 対しては「とてもそう思う」74 ％ や学習課題の示し る力を高めることが必要であ

と 70％の保護者が回答する。 「そう思う」26％の回答であった。 方で保護者の評価 り，発達や自立活動に関する
トータルで 100％の回答であった。 が高かったことか 知識を深めながら，互いの専

ら，自立活動実践 門性を活用した教員の協働的
究 ③ 「全校研究グループ会において， ③ 指導を改善する必要があった 24 シートに基づき， な取組を企画したり，様々な

評価から指導を検証し改善するこ 人の児童生徒のうち「改善するこ 自立活動の指導計 事例を通して学ぶ研修を推進
とができた」と 70 ％の教員が回答 とができた」と 88 ％の教員が回答 画を作成したこと していくことが必要である。
する。 した。改善した結果，95 ％の児童 は，指導目標や指 併せて，作成した自立活動

生徒で成果が見られた。 導内容を明確にし 実践シートを授業改善に活用
たことにつながっ できるようにしていくことも

課 活動計画 活動計画の実施状況 たと考える。 課題である。

① -1 新規赴任者研修・希望研修「自 ① -1 ５月に「自立活動」「自立活動
立活動」，「自立活動実践シートの 実践シートの作成」研修を該当者
作成」で基本的内容を伝達し，「自 に対して実施し，６月に「自立活
立活動実践シートのポイント～課 動実践シートのポイント～課題を
題を関連付ける～」では演習形式 関連付ける～」を全教員を対象に
の研修を実施する。 実施した。

①-2 作成した自立活動実践シート ①-2 教頭が記載した詳しく知りた
を教頭がチェックした後，各グル い点等について，係がグループ担

※自立活動実践シートは，自立 ープで再度明確化する。 当者に伝え，再考を促した。
活動の指導計画のことである。

② ２学期から月１回，自立活動の ② 様式に目標の伝え方を数種類示
授業中に取り組むべき目標を児童 し，チェックする度に自分自身の
生徒にわかるように伝えられてい 方法を振り返られるようにした。
るか，各教員が自己チェックを行 目標を伝える必要性を掲示板で伝
う。 えながら，月初めに指導の振り返

りを全教員に呼びかけた。教員に
より実施の有無に違いが見られた。

③-1 全校研究ワーキング会で評価 ③-1 指導を見直す手順について３
から指導を見直す手続きを整え， 回話し合いを行い，職員会議等で
周知する。 全教員へ伝えた。

③-2 ２学期中に各グループで自立 ③-2 10月から12月に，月１～２回実
活動実践シートに基づいた評価を 施した。毎日の記録を基に，見直
行い，指導を見直す。 しが必要なケースについて話し合

った。
【「総合評価」における「評定」の基準】 Ａ：十分達成できた Ｂ：概ね達成できた Ｃ：達成できなかった
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評価指標 評価指標の達成度 総 合 評 価
【学校目標】 学校卒業後の生活を見 人権については，子どもた

（評定） 据えた，学校生活の送り ちには，個々の実態に応じた
家庭や地域と連携協働した ① 研修会後や年度末のアンケート ① 研修会実施後のアンケートにお 方を考えながら取組を進 取組をすすめ，保護者の方々
教育の実践 において，保護者・教員の 80 ％が いて，ＰＴＡ人権研修の人権パネ めて欲しい。 や教員には，社会の変化に対

「意識が高まった」「参考になった」 ル展示では参加保護者の 100 ％，教 Ａ 応した様々な人権課題に気づ
等と回答する。 職員の 97 ％，施設・事業所説明会 き，意識を高めていけるよう

【下位組織レベル】 では参加保護者の 100 ％から「意識 にパネル展示，ミニ研修，通
が高まった」「満足した」という回 信等の形で，より多くの方々

保護者や外部関係機関との 答を得た。教員研修では人権ミニ (所見） に情報が発信できる形を考え
人 連携を図り，保護者や教職 研修で 94 ％，教員進路研修会では 今年度の人権や ていきたい。情報モラルにつ

員の人権・進路についての 参加教員の 100 ％が「意識が高まっ 進路に関する研修 いても引き続き取り上げてい
意識の向上や人権教育・進 た」「満足した」という回答だった。 では，コロナ禍の く必要があると考える。
路指導の充実を図る。 状況に応じて人権 生徒指導については，対象

権 ② 人権や進路に関する外部関係機 ② 児童生徒を対象とした外部関係機 コンサートや講演 生徒数が少ないという状況に
関と連携した取組を年間に５回以 関と連携した取組を年間に５回実 会の予定をパネル 応じ，隔年開催等と方法を工
上実施する。 施できた。 展示や資料配付に 夫しながら，薬物乱用防止教

変更し，情報モラ 室，スマホ携帯安全教室等を
進 ルや様々な人権課 開催し，生徒が今後の生活に

題について取り上 必要な知識を得られるように

活動計画 活動計画の実施状況
げ，人権意識を高 取り組みたい。
めることができた。 進路について，保護者には

路 施設見学は施設 今年度は施設・事業所説明会
① -1 人権については小松島市人権推 ① -1 保護者や教員を対象として，あ ・事業所説明会に を実施したので，次年度はコ
進課，あいぽーと徳島，進路につ いぽーと徳島よりお借りした人権 変更して実施した。 ロナ禍の状況に応じてではあ
いては福祉施設等の関係機関と連 パネル展示や小松島市人権推進課 ３カ所の施設の説 るが施設見学を計画し，通信

課 携し，保護者や教員を対象とした でお話しいただいた内容をもとに 明を９名の保護者 の発行等により情報提供等を
研修会を実施する。 した情報提供，また福祉施設の方 が聞き，取組がよ 行っていきたい。各学部の教

にお越しいただいた説明会を実施 くわかったという 員へ進路状況の情報提供を行
した。 意見をいただいた。 ったり，キャリア教育支援プ

実際の見学も行い ログラムの活用等を促してい
① -2 人権や進路について，保護者や ① -2 教員のアンケートを踏まえた進 たいという意見も きたい。また総合療育センタ
教員のニーズやコロナ禍等の状況 路研修会を夏季休業中に実施した あったので，今後 ーを含めた関係機関との連携
に応じて実施できる方法を検討し， り，コロナ禍の状況に対応し，Ｐ の参考としたい。 の機会や方法についても検討
研修会開催や人権進路通信による ＴＡ研修の内容を変更し，啓発資 児童生徒を対象 が必要である。
情報提供を行う。 料を配布した。 とした外部関係機

関と連携した取組
② -1 人権の花運動，中高生人権交流 ② -1 外部関係機関と連携し，児童生 についても，感染
集会等への参加，キャリア教育出 徒を対象とした人権の花運動，中 対策をとりながら
前授業，リモート進路学習等の外 高生人権交流集会や南部ブロック 実施でき，生徒の
部関係機関と連携した取組を実施 生徒部会（参加生徒４名），キャ 意識や経験を広げ
する。 リア教育出前授業（参加児童生徒 ることができた。

６名），卒業生を講師として招いた
進路学習（参加生徒６名）等の取
組を実施することができた。

【「総合評価」における「評定」の基準】 Ａ：十分達成できた Ｂ：概ね達成できた Ｃ：達成できなかった
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評価指標 評価指標の達成度 総 合 評 価【学校目標】 ICT 機器の活用も含め 従来の直接的な交流及び共
① Zoom を用いた交流及び共同学習におい ① 小学部児童が居住地校交流を２校と， （評定） て，今後も充実させてい 同学習と比べると，Zoom で

GIGAスクールの推進 て，実施後に担当教員へアンケートをと 中学部が上勝中学校，高等部が城ノ内高 A ってほしい。 は劣るところがあるのは事実
る。具体的に有効だと思われる部分につ 校と小松島高校と，それぞれ Zoom での である。ただ，間接的な方法
いて意見をもらい，各校の児童生徒にと 交流及び共同学習を実施した。アンケー としてオンタイムにやり取り

【下位組織レベル】 って有効であったと 70 ％以上が回答す トでは５校より６件の回答があり，「大 （所見） できることや，実施方法によ
る。 変有効であった」５件，「やや有効であ 直接会っての交流が っては有効であることが，ア

Zoom などを積極的に利用し った」１件であり，100％であった。 難しい中，Zoom で交 ンケート結果から読み取るこ
感染症予防に努めながら交 活動計画 活動計画の実施状況 流できたことは有効 とができる。

特 流及び共同学習を推進する。 だという感想が多かっ 今年度の Zoom での実施方
①-1 Zoomの積極的利用を呼びかける。 ①-1 Zoom での交流が可能な学部，クラス た。Zoom で相手のこ 法について各学部で記録を残

は進めてもらうよう，課会で周知した。 とを知ることができた しておき，新型コロナウィル
り，楽しくゲームがで スの感染状況によっては，選

別 ①-2 Zoom を用いた交流学習の実施につい ① -2 各学部，クラス担当で交流校へ実施 きたことに良かった， 択肢の一つとして積極的に進
て交流校へ依頼する。 を依頼した。 という意見が見られ めていきたい。

た。Zoom での聞こえ
①-3 交流校と Zoom での学習内容を検討す ① -3 各学部，クラス担当で学習内容につ 方，見え方について

活 る。 いて，電話やメールで打合せを実施した。今後も工夫が必要であ
ると思われる。

① -4 実施後にアンケートを実施し，次年 ① -4 交流実施後に，アンケートへの協力
度以降や有事の場合に生かす。 を依頼し，改善点等を課会で共有した。

動

評価指標 評価指標の達成度 総 合 評 価
【学校目標】 ICT 機器の活用も含め 昨年度より，体育祭と文化

① 体育祭と文化祭のアンケートで，昨年 ① 体育祭では４分割したリモート画面や，（評定） て，今後も充実させてい 祭は安全を確保するために，
課 安心・安全な学校づくり 度の課題をそれぞれ１つ以上改善できる。 手ぶれによる見えにくさ，また，リモー ってほしい。 規模を縮小して実施してい

ト観戦の保護者見学場所が課題であった。 A る。今後，新型コロナウィル
今年度は２画面にし，手ぶれしないよう スの感染状況がどのように推

【下位組織レベル】 撮影機材を工夫した。リモート観戦は保 移するのか見当は付かない
護者控え室に一堂に集まるのではなく， （所見） が，感染状況に応じた体育祭，

学校全体の行事について， 各教室に分散して観戦することとした。 今年度は昨年度に近 文化祭が実施できるよう準備
安心して児童生徒，保護者 文化祭では，展示と催しの見学時間が い形態だったことや， をしておく必要がある。
が参加できるように，教職 不十分だったこと，体育館中央の撮影機 年度当初に周知してい 前年度末に次年度の行事内
員が工夫して取り組む環境 材が課題であった。今年度は展示，催し たこともあって，保護 容についての方向性を検討し
を整える。 ともに文化祭当日から一週間の見学期間 者，教員ともに混乱は ておき，年度始めに職員会議

を設けた。撮影機材は体育館の後方へ移 少なかったように感じ や PTA 総会で周知をしたい
動させ，見学の邪魔にならないようにし る。Zoom の画質や音 と考える。
た。体育祭，文化祭ともに実施後のアン 質については限界があ 今後も実施後のアンケート
ケートで，これらの件について意見に上 るかもしれないが，課 を保護者，教職員へ依頼し，
がることなく，課題は解消された。 題点の改善で，より満 意見を参考にして実施形態や

活動計画 活動計画の実施状況 足できる結果となっ 内容に生かしていきたい。
た。今年度のアンケー

① -1 教職員へ早い段階で方向性を示す。 ① -1 昨年度末に方向性を検討し，年度始 ト結果についても検証
めの職員会議で全体に周知した。 をし，次年度に生かし

ていきたい。
① -2 昨年度の課題点について課会で洗い ① -2 課会で検討した改善点を特に情報課
出し，改善策を検討する。 の担当者と相談，検討を重ねた。

①-3 職員会議において全体協議にかける。 ①-3 職員会議で詳細を提案した。

① -4 実施後にアンケートを実施し，改善 ① -4 体育祭，文化祭とも実施後に保護者
点について意見を聞く。 と教員へアンケートを実施した。

【「総合評価」における「評定」の基準】 Ａ：十分達成できた Ｂ：概ね達成できた Ｃ：達成できなかった



自 己 評 価 学 校 関 係 者 評 価 次年度への課題と
重点目標 評価指と活動計画 評 価 学 校 関 係 者 の 意 見 今後の改善方策

評価指標 評価指標の達成度 総 合 評 価
【学校目標】 専門性を活かした地域 肢体不自由学級の担任と電

（評定） 支援を充実させるために 話で話すと，様々な困り感が
家庭や地域と連携協働した ① 特別支援学級担任者研修会（肢体 ① 県南部の小学校 10 校と中学校２ も，教員の専門性の向上 あり，相談内容は千差万別で
教育の推進 不自由）参加の学校や，過去に相談 校に電話し，実際には学級の設置 に努めてほしい。 あった。支援学校への進学を

があった肢体不自由児が在籍する学 がなかった１校を除く 92 ％の担 A 検討しているという場合も多
校等の児童生徒の様子や学校の困り 任から児童・生徒の実態と現状を く，進路に関する様々な情報

【下位組織レベル】 感について， 80 ％以上聞き取るこ 聞き取ることができた。 を提供する必要性を感じた。
とができる。 巡回相談員活動のエリアにつ

関係機関と連携をとりなが （所見） いては，各支援学校間で情報
支 ら，肢体不自由に関する専 県内の肢体不自由 共有しながら，肢体不自由児

門的な支援を行い，肢体不 教育の理解啓発を の相談には柔軟に対応してい
自由教育の理解啓発を図る。 図るために，肢体 きたい。

不自由学級の支援 巡回相談をより充実させる
を実施した。 ために，記入量の多い相談シ

活動計画 活動計画の実施状況 巡回相談員によ ートの検討が今後の課題であ
援 る相談件数は昨年 ると考えられる。

度の２倍であった。 小松島市の保育所等への巡
① -1 地域の関係諸機関に年度当初の ① -1 行政や福祉関係については，小 肢体不自由学級 回相談の件数が多く，肢体不
あいさつ回りやチラシの配付をし， 松島市・阿南市・那賀町は児童福 担任者研修会（総 自由教育に特化した巡回相談
肢体不自由児に関する情報を収集 祉課や教育委員会を訪問し，勝浦 合教育センター主 は２割であった。発達障がい
する。 町・上勝町は電話連絡をした。感 催）や公開研修会 に関する専門的知識をより有

課 染症対策のため会う機会が減った 等の Zoom による研 した巡回相談員の育成が望ま
が，保健師や家庭調査員等と情報 修は無事に実施で れる。
交換をすることができた。 きた。 パワーアップ事業の公開研

未就学児を対象 修会は，時間いっぱいの質疑
① -2 特別支援学級担任者研修会（肢 ① -2 夏季休業以降，近隣の肢体不自 とするわくわく教 応答があり，事後アンケート
体不自由）参加の学校や，過去に相 由学級設置校へ電話連絡をし，管 室も参加希望が多 でも 90 ％が「満足・やや満
談があった肢体不自由児が在籍する 理職や担任と児童生徒の困り感等 かった。感染症拡 足」と答え有効な研修会とな
保育所・幼稚園・学校のコーディネ について聞き取りを行った。 大防止対策を徹底 った。肢体不自由教育と発達
ーター等に連絡を取る。 しながら，センタ 障がい教育の両方に有効な支

ー的機能を発揮で 援に関する公開研修会を今後
① -3 児童生徒の様子や学校の困り感 ① -3 小学生の時から定期的に巡回し きたと考える。 も計画したい。
等について聞き取り，電話相談，来 ている中学生や，新しく依頼のあ
校相談，巡回相談などの教育相談事 った県西部・南部の幼稚園等に定
業を行う。 期的に巡回相談を実施した。

① -4 わくわく教室やパワーアップ事 ① -4 感染対策を徹底し，２年ぶり
業の公開研修会を計画・実施し， に実施することができたわくわく
地域のセンター的機能の充実を図 教室には，６名の参加者があった。
る。 パワーアップ事業の公開研修会（ビ

ジョントレーニングについて）の
Zoom による研修には，13 ヵ所の保
育所・こども園・小学校・中学校
・支援学校より 77 名（校内教員 30
名含む）の参加者があった。

【「総合評価」における「評定」の基準】 Ａ：十分達成できた Ｂ：概ね達成できた Ｃ：達成できなかった



自 己 評 価 学 校 関 係 者 評 価 次年度への課題と
重点目標 評価指標と活動計画 評 価 学 校 関 係 者 の 意 見 今後の改善方策

評価指標 評価指標の達成度 総 合 評 価
【学校目標】 緊急対応マニュアル 引き続き，感染症予防に努

① 感染症予防や緊急時の対応について発 ① 年度当初の計画の実行に努め，下記項 （評定） は，全員に作成するべき め，安心・安全な環境整備に
安心・安全な学校づくり 信し，児童生徒が安心･安全に過ごせる 目をそれぞれに 100 ％達成できた。 ではないか。保護者だけ 努める。

環境を整えるため，下記項目を 80%以上 Ａ でなく，誰でもが対応で また，感染した場合を想定
達成する。 きるように準備をしてお し，ハード面ソフト面の準備

【下位組織レベル】 １ 毎月，感染症対策や予防について呼び １ 毎月，掲示板で感染対策や予防につい （所見） く必要があると考える。 を整えていくことが求められ
かける。 て呼びかけた。 感染症予防を徹底 学校教育の果たすべき役 る。

健康の維持･促進や体調管理 ２ 毎月，健康観察表を配付する。 ２ 毎月末，次月の健康観察表を配付した。 し，校内での感染を防 割についても再考してほ 緊急対応訓練時，実地的な
につとめ，安心･安全な環境 ３ 緊急対応訓練を年２回実施する。 ３ ６月と９月の年２回，訓練を実施した。 ぐことができている。 しい。 内容を取り入れる等，危機管

保 作りを行う。 ４ 医ケアが３つ以上ある通学生の個別の ４ 小学部，高等部ではすべての対象生に 緊急対応訓練で，教 理意識の向上を図る。
緊急対応マニュアル作成率を 70%以上に ついて，中学部では 1 名を除く生徒につ 員のバイスタンダーと
する。 いて作成できた。 しての役割の意識が向

５ GIGA スクール構想に関するハンドブ ５ GIGA スクール構想に関するハンドブ 上し，理解が進んだ。
健 ックを１学期中に作成する。 ックを１学期に作成した。 中学部の緊急対応マ

活動計画 活動計画の実施状況 ニュアル未作成生徒に
ついては，登校時に保

① -1 掲示板で，感染症対策や健康に関す ①-1 感染症や熱中症，インフルエンザに 護者が付き添って医ケ
環 る情報を発信する。 関して毎月掲示板で情報提供をした。 アを行うため必要性が

① -2 毎月配付して，児童生徒および教員 ①-2 計画通り，毎月，児童生徒，教員に 発生しなかった。
の体調管理を促進する。 配布し，体調管理を呼びかけた。 児童生徒の安全を考

① -3 課内で計画し，学部会に提案して担 ①-3 ６月と９月の年２回，訓練を計画通 慮し，経口摂取や食形
境 当者と協議し，訓練を実施する。 り実施した。 態の変更等，緊急時の

① -4 医ケアが３つ以上(修学旅行時保護同 ①-4 医ケア３つ以上の通学生を確認し， 対応も考え，学校保健
伴条件)ある通学生に作成を呼びかける。 学部長や担任を通じて作成を呼びかけた。 委員会を実施して慎重

① -5 情報課をはじめ関係教員と相談し ①-5 １学期に作成して各教室に配布し， に進めることができ
課 て作成し，各学級での活用を促す。 活用を呼びかけ，計画通り実施した。 た。

評価指標 評価指標の達成度 総 合 評 価
【学校目標】 ICT を活用した情報発 地域コミュニティを活用

① 地域(家庭を含む)や外部人材と連携 ① 年度当初の計画の実行に努め，下記項目 （評定） 信等も積極的に行ってい し，地球環境に優しい社会作
家庭や地域と連携協働した し，環境保全に対する意識の向上を目 をそれぞれに 100％達成できた。 くと良い。 りを引き続き行う。取り組み
教育の推進 指し，下記項目を 80%以上達成する。 Ａ 内容が児童生徒，及び地域住

１地域での「ゴミ０運動」を年３回以上 １ 各学部合わせて年間 10 回，保護者は 12 民に分かりやすく伝わるよう
実施する。 月の参観日に１回，計 11回実施した。 工夫する。

【下位組織レベル】 ２地域の中で，エシカル啓発活動を年３ ２ 地域に出向き，エシカル啓発活動を年 （所見） 時代に応じたハイブリッド
回実施する。 ３回実施した。 エシカルの日の設定 な取り組みも視野に入れ，活

新学校版環境 ISO の目標達 ３藍染め体験を年２回実施し，藍染め作 ３ 社会人講師を招聘し１学期に２回藍染 やエシカルの歌を作成 動の幅を広げていく。
成に向け，地域と連携した 品を展示する。 め体験を実施。作品展示も２回行った。 し，校内放送を始める
教育を推進する。 ４植栽交流の中で，校章花壇の植え替え ４ 年２回，校章花壇の植え替えを行った。 等，意識しやすい環境

を年２回行う。 ５ 年 14 回，活動内容をホームページで発 を整えた。
５広報や活動の様子を年５回以上発信する。 信した。 チラシを見て，ペ

活動計画 活動計画の実施状況 ットボトルキャップ
を持ってきてくれる

① -1 年度当初に各学部会で説明し，ゴ ①-1 計画通り実施でき，ゴミ０運動を推 地域の方が増え，着
ミ０運動を推進する。必要な道具の準 進できた。 実に地域での活動の
備を行う。保護者参加日を設定する。 広がりが見られる。

① -2 地域と綿密に連絡調整し，児童生 ①-2 地域でのチラシ配布等，計画通り児 地域人材を活用し，
徒に参加を呼びかけ，サポートする。 童生徒によるエシカル発信ができた。 家庭とも連携しながら

① -3 年度当初に計画を立て，社会人講 ①-3 計画通り実施し，藍染め体験をする 環境教育に取り組むこ
師や関係教員との連絡調整をする。 ことができた。校内展示とともに地域の とができた。

協力を得て地域でも作品展示を行った。
① -4 勝浦校の担当教員と相談し，校内 ①-4 ６･11月に勝浦校の協力のもと花壇を
に呼びかけて中庭の環境を整備する。 植え替え環境の美化･整備ができた。

① -5 チラシ作成や活動記録を行い，本 ①-5 SDGsのロゴ作成や活動写真，地域連
校ホームページで案内する。 携の様子をホームページで案内した。

【「総合評価」における「評定」の基準】 Ａ：十分達成できた Ｂ：概ね達成できた Ｃ：達成できなかった



自 己 評 価 学 校 関 係 者 評 価 次年度への課題と
重点目標 評価指標と活動計画 評 価 学 校 関 係 者 の 意 見 今後の改善方策

評価指標 評価指標の達成度 総 合 評 価
【学校目標】 今行っている ICT 機器 今年度は GIGA スクール構

（評定） 活用の取組は，コロナ収 想に基づき，各校務分掌にお
GIGAスクールの推進 ① -1 80 ％以上の学級で学習者用端末 ①-1 すべての学級が iPad を用いた学 束後も発展していくと思 いて，それぞれの担当分野を

を用いた学習活動を年間２回以上実 習活動を年間２回以上実施してい A う。情報化社会が進んで 担って進めてきた。次年度も，
施する。 る。 いくの中で，障がいのあ 各課・部と協働して本校にマ

【下位組織レベル】 る子ども達にとっても， ッチした取組を進めたい。
よりよい環境ができると ICT 機器を使った授業・学

GIGA スクールにおける学習 （所見） 思って機器の活用を充実 習は，当たり前の状況となっ
者用端末の学習環境を構築す ① -2 病棟生が，本人の学習用端末を ① -2 病棟生の端末に，必要なアプリ 平素の授業活動 させていってほしい。 てきている。使用頻度が上が

情 る。 使って学習活動ができるように， を入れて訪問授業の際に使用する の中で，端末を用 り使用場面が広がると，それ
一人につき 1 つ以上，学習アプリ ことができた。 いた学習がよく行 に伴って様々なニーズが生ま
や教材を入れる。 われている。病棟 れてくると思われる。共通の

生の一人一台端末 ニーズについては一斉の研修
の使用の機会は少 会等で周知伝達を図り，個々

活動計画 活動計画の実施状況 なかったが，訪問 のニーズについては希望研修
報 学習時に教員と一 やその場面ごとに対応してい

緒に利用できた。 きたい。
① -1 端末貸与及び利用の規程や書類 ① -1 端末貸与及び利用規程等の諸様 学校所有の端末を また，校内の活用事例を共
様式を策定し，学習端末の利用手続 式の策定，手続き，ルール等の運 用いたリモート学 有することで，さらに GIGA
きやルール等の運営体制を構築す 営体制を構築することができた。 習は，昨年度に引 スクール構想の広がりを図り
る。 き続き継続して実 たい。

課 施できている。
① -2 各端末のデータベース及びクラ ① -2 各端末のデータベース及びア 本校教員の端末
ウドのアカウント等の管理・保全体 カウント等の管理・保全体制を整 を用いた学習活動
制を整える。 えることができた。 の展開は，個々の

ニーズに応じて深
化・拡充している。

①-3 80 ％以上の学級が Zoom で１回 ①-3 すべての学級がホストとなりリ Edtech を 実 施 し た
以上ホストとなることができ，オン モート授業を展開できるようにな 昨年度と比較して
ラインでの学習活動が展開できるよ った。ホスト及び画面共有等の手 も進歩している。
う手引き書の作成や研修を行う。 引き書を作成し，研修を実施した。 それらの取り組

みについては学校
① -4 本校教員や GIGA サポータと連 ①-4 学習端末及び ICT機器等の活用 全体でポートフォ
携して，学習端末及び ICT 機器の活 方法について，校内で研修会を開 リオに記録し，校
用方法について，放課後や夏季休 催することができた。 内で 40 事例が集ま
業中に校内研修会を開催する。 った。

① -5 ICT 機器の活用方法や教材の作 ①-5 アクセシビリティ機能，教材作
成について，各教員からの相談に 成の方法やノウハウ等について，
応じ，協働で教材作りを行う。 各教員からの相談に応じ，教材作

成支援について協働で行うことが
できた。

【「総合評価」における「評定」の基準】 Ａ：十分達成できた Ｂ：概ね達成できた Ｃ：達成できなかった


